
令和６年 第１回ボランティア交流会より 
📚 日時：令和６年６月 26 日（水）10：00～11：30 

📚 場所：ゆいわーく３階 

📚 参加者：大人 23 名 こども１名 読りーむ in ちの広報 1 名 計 25 名  

 

１ 元茅野市保育園園長・読りーむ in ちの 

荒木 真理子先生の手あそび・わらべうたと読み聞かせ 

「わらべうた」って なぁに？ 

 

♪ わらべうた 「とん とん とん」 

    

 

 

 

 

 

わらべうたは、私たちの祖先が生んだ遊び歌 

無理のないメロディーと自然なリズムでできている 

 

わらべうたのリズムは、とっくんとっくん 

お母さんのおなかの中で聞いていた 

心臓の鼓動のリズム 

 

📚♪ 絵本と手あそびうた 

「せんべ せんべ やけた」 

こばやしえみこ・案 

ましませつこ・絵      こぐま社 

 

 

 

 

 

 

 

 



♪ 手あそびうた 「いちばち」 

📚 読み聞かせ 『いろいろおせわになりました』 

            わらべうたの「おちゃをのみにきてください」より 

            やぎゅうげんいちろう・さく               福音館書店 

📚 読み聞かせ 『みんなであそぶ わらべうた』 

            近藤信子・編  遊び方指導 

            梶山俊夫・絵                        福音館書店 

 

📚 読み聞かせ 『ととけっこう よがあけた』 

      こばやしえみこ・案 

ましませつこ・絵                        

こぐま社 

 絵本もわらべうたも 人の温かい生の声『肉

声』で子どもたちに語ることが大切。ＣＤのよ

うな機械音は、子どもの脳や心に届かない。 

ちょっと手あそびすることで、目と目を合わ

せ、心が繋がって、すーっと頭に入ってくる。 

 わらべうたって、こうじゃなきゃいけないってことはない。けっこう自由。

形にとらわれすぎずに、ことばの心地よさを伝えたい。ボラティアのみなさん

は、読み聞かせを通して「心に種を」まいてくださっている。一緒に大切な時

間を過ごした気持ちは、充実して達成感がある。子どもたちにとっても、自分

にとっても、これからを支える力になる。 

 

２ 交流会・情報交換会より 

・ 生の言葉のよさが伝わった 

園で読み聞かせをしているときに、子どもたちの反応に,返していいのか？ 

⇒ 方言など、読み始める前に、伝えてから始めるとよい 

・ 保育園で、子どもと一緒に本を選ぶ楽しさ 

・ 声のトーンで子どもたちが変わる。同じ本  

でも読み手が変わると受け取り方も違う。 

・ 保育園では月齢差もあるが、絵本の中なら 

わかることもある。 

・ 絵本の力、わらべうた、これからもいろい 

ろチャレンジしていきたい。 

 



・ ファーストブックを２回受け取ってい  

るところはあまりない。少子化とはい  

え、子どもは少なくはない。 

・ ボランティア活動をグループで行って 

いると、みんなが声をかけあえてよい 

今日のような場を増やしてほしい。 

・ セカンドブックの３０冊。 

こちらから勧めないと好きな本に偏っ  

てしまう。大切なものを受け継いでい 

きたい。 

・ 地域の子どもたちと関わる機会が減って 

いる。ボランティアを通して、他の子と 

触れ合う機会が持てる。そうすることで 

地域の人がぼくたちを見ていていくれる 

という安心感を持ってほしい。 

・ 他の人たちがどんな活動をしているのか 

聞けてよかった。英語の本の紹介もあり 

幅が広がった。 

 

・ 園の読み聞かせの後に、振り返りの時間を持っていただき、読んだ本や子ど

もの反応、感想を交換できてありがたい。小学校でも提案してやるようにな

り新しい本との出会いもあった。 

 

３ 感想用紙より 

実演 プチおはなし会 

 ・荒木先生のわらべうたを一度聞いてみたいと思っていたので、今日は本当

に嬉しい時間でした。優しい声でゆったりと語りかけるような歌声は、心

にやんわり浸み込んで、わらべうたっていいなと感じました。 

 ・読み聞かせ、わらべうたのよさがわかり良かった。わらべうたの絵本も知

ることができ、勉強になった。 

 ・生の声で伝える大切さを、あらためて感じました。 

・たいへん楽しかったです。わらべうた、もっと勉強したいです。 

・導入にわらべうたや手あそびを多く取り入れていきたい。楽しませていた

だだき、勉強させていただきました。ありがとうございました。 

・とても和やかな優しい気持ちになれたひとときでした。 



“語り”への導入で行っている手あそび、わらべうたの際も、息切れを覚え

るような状況（老いのせい？）になってしまい、悩んでいますが、力まずに

心を込めて行えば何とかなるか…と勇気をいただきました。 

・荒木先生の温かく、やわらかいお声に包まれ、なんとも幸せな気持ちにな

りました。お話の内容も心にひびきました。ありがとうございました。 

・荒木先生のわらべうたの講演は、子どもが小さかった頃に聞くことができ

て、今回２回目でした。今回はわらべうたの絵本も見ることができて、大

収穫です。ありがとうございました。 

・とっても良かった。 

読み聞かせのボランティアの時に、手あそびどうしようかと迷ったときに、

これをもとにやっていきたいです。 

・とても気持ちよく聞かせていただき、大変良かったです。 

 ・とても勉強になりました。荒木先生の声がステキでした。 

 ・初めての参加で、講師の先生からわらべうたの大切さ、人の生の声で聞か

せることで子どもの脳に届く、前頭前野を発達させるということを教えて

いただき、とても貴重な時間を過ごさせていただきました。 

情報交換会 

 ・同じ悩みがあったので、よい機会をありがとうございました。いろいろな

意見を聞けて良かった。 

・何を聞いても、うなずけるお話でした。 

・自分の満足でボランティアをするのではなく、聞き手のことを考えて活動

したいしして欲しい。ファーストブックが２冊ある経緯を知れてよかった｡ 

・ちょっと時間が足りなかったかな？  

・様々な活動のお話が聞けて、とてもありがたく感じました。 

・年齢も活動内容も様々な方々と情報交換ができて、勉強になりました。 

・いろいろの観点からの意見が聞けてよかったです。  

・英語で読み聞かせをしている若い方が二人いらして、今までにない新鮮な

お話でした。学校ごとに読んだ本のリストの公開をすれば、参考になるの

では。見学に行けるようなら嬉しいし、学校ボランティアの交流会、学校

ごとの発表とかもあればいいと思います。 

 ・意味ある交換会でした。 

 ・いろんな読書ボラティアさんのお話が聞けて、とてもよかったです。 

  特に英語の本の読み聞かせの話は、初めてだったので興味深かったです。 

 ・選書する際に気を付けた方がいいこと、新たな情報がたくさん聞けて、よ

かったです。 


